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論文調査 委員 教 授 前 田 憲 一 教 授 清 野 武 教 授 坂 井 利 之
論 文 内 容 の 要 旨
この論文は, 順序回路, 言語および関連した系のいくつかのクラスについての研究であり, Ⅱ部 9 章よ
りなっている｡




ある｡ まず有限記憶順序回路の性質について述べ, つぎにn 状態順序回路の記憶の上限について議論して
いる｡ 記憶の上限については, いくつかの議論がされてきたが, ここで述べている結果は現在知られてい
るうちで最良のものである｡ 記憶の下限に関しては, 2倍入力2低出力等の特殊なものについての議論は






路について定義し, その性質, 相互関係について述べている｡ 従来, 可制御な線形順序回路が扱われてい
たが, ここでは非線形の場合を含む統一的な扱いがなされている｡ まず基本的定義および性質について｢述
べ, 従来混同されていた強連結性と可制御性の差異を明白にしている｡ また非線形の場合の可観測性, 可
制御性の最良の上下限を示した｡ とくに線形の場合は, 線形連続系と全く平行な議論のできることが示さ








第 5 章はいくつかのクラスの順序回路に対する故障検査系列に関するもので, 有限記憶, 出力可観測,
識別可能系列を持つ順序回路を対象にしている｡ 有限記憶 ･ 出力可観測順序回路に対する方法は集積回路










第8章は有限オートマ トンの代数的拡張として考え出された treeオートマ トンと言語理論の関係につ
いて述べている｡ 決定性 treeオートマ トンをシミュレートする決定性 プッシュダウンオートマ トンの存
在と, 言語における意味割り当てと treeオートマ トンとの関係が示されている｡
第Ⅱ部は, 矢島らによって開発された, 情報を両方向に伝送L かつ独立に処理し得る双方向理論回路の
合成法と応用に関して述べた欝9章よりなっている｡





る回路の構成が示されている｡ また, その他の双方向回路の応用が示され, 最後に遅延線の信号伝達時間
を利用した他の論理回路とその応用が示されている｡
最後の結言では, 本論文の成果の要約と残された問題点について略述している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
順序回路, 言語および関連した系に関する論文は, 計算機などのディジタルシステム, PCM 通信など


















第Ⅱ部においては, ディジタルシステムの入力集合に関係する, また具体例としては, 計算機のソフト




また, 順序回路の代数的拡張である treeオートマ トンと言語理論との関係を考察し, それらによって
定義される言語のクラスを受理するオートマ トンが作れることなどを明らかにしている｡
第Ⅱ部においては, 順序回路の具体的な例として, 従来のものとは異なる情報を双方的に伝送し, か
つ, 独立に処理し得る双方向論理回路の組織的な合成法を明らかにしている｡ 双方向論理回路は従来の単
方向回路で2回路分の働きをするが, 素子数はたかだか% 倍でよいことを示しており, さらに, 回路行列
を導入することによって組織的に双方向回路を合成することが可能であることを示している｡
さらに双方向論理回路の独自の応用として, 片方向に目的回路を実現し, 逆方向に故障検査容易な回路
を実現した, 故障検査能力のある回路の構成が可能であることを示している｡ 最後に, 双方向回路とオー
トマ トン理論との関連についても, いくつかの性質を明らかにしている｡
これを要するに, 本論文は従来概念の明確でなかった順序回路, 言語およびそれに関連したいくつかの
クラスについて理論的に詳細な検討を加肴てその性質を明らかにするとともに, その応用面についても数
々の新しい事項を示したもので, 学術上, 実際上貢献するところがすくなくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものとみとめる｡
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